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【令和 7 年総合教育会議開催】 議題「群馬モデルの部活動の在り方(地域展開)について」 

 令和７年６月２７日(金)１３時３０分から群馬県庁第１特別会議室において、山本一太知事を議長とした「群馬県総合

教育会議」が開催されました。 

【群馬県総合教育会議構成員】 

  山本一太知事、平田郁美教育長、河添和子教育長職務代理者、日置英彰教育委員、小島秀薫教育委員、 

中澤由梨教育委員、宮坂あつこ教育委員。 

【事務局】 

古仙孝一知事戦略部長、寺田順之戦略企画課長、高橋正也教育次長、古市 功教育次長(指導担当)、 

小林謙五教育委員会総務課長、山田知利健康体育課長、高橋敏文スポーツ振興課長。 

【ゲストスピーカー】 

1.小出総括コーディネーター ➡ 国と群馬県の動向等について 

2.小池英雄前橋市教育委員会学校教育課長 

八木 均前橋市まちづくり公社スポーツ部地域事業推進課長 ➡ 前橋市の取組の現状等について 

3.井口昌之川場村教育委員会川場学園スクールアドバイザー ➡ 川場村の現状について 

上記 3名のゲストスピーカーから発表後、意見交換会が開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (小出総括コーディネーター説明資料の一部抜粋版) 

 

 

グンマ未来地域クラブ活動レター(第１９号) 
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小出コーディネーター説明概要 

 ６月２８日の地元紙 「上毛新聞」に昨日の群馬県総合教育会議の事が掲載されました。また、６月２７日の

ＮＨＫ「ほっとぐんま６３０」でもニュースとして放映して頂きました。新聞記事の内容は、課題点のみ大きく掲載

されています。私が知事や県教育委員の皆さんへ話した概要は、下記のとおりです。 

【県内は前向きに進めている市町村が大幅に増加】 

総括コーディネーター、コーディネーターが 7人体制（総合型クラブ関係者 3人、元校長経験者 3人、大学

の教員 1人）となって市町村を 3年連続で巡回訪問している。昨年度からはスポーツ振興課、県スポーツ協

会も一緒に巡回して支援体制を整えた。 

【全国の先進地紹介】 

 岐阜県は専門部署がありまた、教育委員会だけではなく、スポーツ振興部局、県スポーツ協会も一体となっ

て取り組んでいる事が要因。 

【受け皿として】 

 スポーツ庁等の調査では、実施主体が総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団、市町村スポーツ協会

等で、運営団体が総合型地域スポーツクラブ、行政、市町村スポーツ協会等であり、実施主体と運営団体と

の違いを説明した。群馬県の課題は、マネージメント人材が不足していることと総合型地域スポーツクラブ設

置市町村が少ないこと。 

【取組が進んでいない地域の要因】 

 地域の客観的データの調査不足のため、５年後、１０年後の地域の状況を把握できていないので危機感が

薄い等。 

【行政へ望む事】 

 今回の部活動地域展開の本質は、地域活性化にあるので、縦割りではなく様々な部署が協働して取り組ん

でほしい。 

【その他】 

 ６月２７日のテレビ報道で、「県は 2031年度までに地域展開を完了する予定」のような報道がありましたが、

群馬県としては、完了期限を現在検討中で、検討委員会で最終決定することになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター 

（文化部担当） 

紹介！ 

氏 名 :  清田 和泉（キヨタ イズミ） 

役 職 :  コーディネーター 

その他 :  元校長、元中学校吹奏楽部顧問、高崎市少年少女合唱団指導者 

抱 負 :  文化部担当のコーディネーターとして着任しました。少子化が進む 

中、将来にわたり生徒が文化芸術活動に継続して親しめるよう、 

関係の皆様と共に進んで参りたいと思います。 


